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2017年度実施の概要
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 仕様の策定
 IMI語彙記法の策定と公開（v1.0ワーキングドラフト 9/1）
 DMD仕様の策定と公開（v2.1  4/13,  v3.0ワーキングドラフト 9/1）
 構造化項⽬名記法の策定と公開（v1.0ワーキングドラフト 9/1）
 マッピングファイル仕様の策定と公開（ v1.0ワーキングドラフト 9/1）
 コア語彙の改訂と公開（コア語彙2.4.1 11/10）

 体制の構築
 IMIパートナー

（バイザー株式会社、⼀般社団法⼈ALFAE、⼀般社団法⼈データ流通推進協議会）

 情報公開
 「公開ドラフト」の公開（埼⽟県10、こども霞ヶ関⾒学デーデータ項⽬）

 普及啓発活動
 セミナー（6⽉METI 、10⽉九州、2018年1⽉⼋重洲）
 IMI共通語彙基盤の紹介（簡略版）－データをつないで社会を変えよう－）、⼊⾨書公開

(IMI共通語彙基盤⼊⾨）
 語彙データベースとユーザ⽀援ツール

 運⽤開始(2018年3⽉ )



検討体制 IMI検討部会
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2017/4/1 – 2018/2/23
計58回開催

1 全体会 2017/4/10 2017年度計画 30 運⽤SWG 2017/5/19 ロゴの利⽤や運⽤
2 全体会 2017/4/10 重点施策とスケジュール、検討体制 31 運⽤SWG 2017/6/16 プロセス⽂書
3 全体会 2017/4/21 重点施策とスケジュール、検討体制 32 運⽤SWG 2017/7/21 プロセス⽂書
4 全体会 2017/7/28 各SWGの具体的活動確認 33 運⽤SWG 2017/8/18 プロセス⽂書
5 全体会 2017/8/30 公開ドラフト(Public Draft) 34 運⽤SWG 2017/9/29 プロセス⽂書、IMIパートナー対応
6 全体会 2017/10/6 推奨データセットへの対応、コア語彙2.4.1への改定 35 運⽤SWG 2017/10/27 プロセス⽂書、IMIパートナー対応
7 全体会 2017/11/24 イベント計画、コア語彙2.4.1検討課題、IMIサイトアンケート結果報告 36 運⽤SWG 2017/11/24 プロセス⽂書、DB機能説明資料
8 全体会 2017/12/22 プロセス⽂書、公開ドキュメント「共通語彙基盤⼊⾨」 37 運⽤SWG 2017/12/13 プロセス⽂書、DB機能説明資料
9 全体会 2018/2/2 IMIサイト英語ページ 38 運⽤SWG 2018/1/26 プロセス⽂書、DB運⽤規程

10 利⽤促進SWG 2017/5/12 埼⽟県公開ドラフト、厚⽊市オープンデータ 39 運⽤SWG 2018/2/23 プロセス⽂書、DB運⽤規程
11 利⽤促進SWG 2017/5/31 埼⽟県公開ドラフト、厚⽊市オープンデータ、簡易マッピング⼿法 40 技術SWG 2017/5/26 構造化項⽬名記法、DMD仕様、IMI語彙記法、表形式データとコア語彙のマッピング

12 利⽤促進SWG 2017/6/23 埼⽟県公開ドラフト、METI「イベントデータガイド」公開ドラフトDraft) 41 技術SWG 2017/6/14 構造化項⽬名記法、DMD仕様、IMI語彙記法、表形式データとコア語彙のマッピング

13 利⽤促進SWG 2017/7/18 オープンデータ公開⼿順書、マスターデータ群PD,DMD 42 技術SWG 2017/7/7 構造化項⽬名記法、DMD仕様、IMI語彙記法、表形式データとコア語彙のマッピング

14 利⽤促進SWG 2017/7/28 IMI⽤語集、オープンデータ公開⼿順書、IMIパートナー対応 43 技術SWG 2017/8/4 構造化項⽬名記法、DMD仕様、IMI語彙記法、表形式データとコア語彙のマッピング

15 利⽤促進SWG 2017/8/16 公開ドラフト、オープンデータ公開⼿順書 44 技術SWG 2017/9/15 コードリスト、推奨データテンプレート群DMD化、⽂字セット定義の記法

16 利⽤促進SWG 2017/8/30 公開ドラフト、オープンデータ公開⼿順書 45 技術SWG 2017/10/6 ⽂字セット定義の記法、

17 利⽤促進SWG 2017/9/29 推奨データセットに対するDMD対応、コア語彙2.4.1、IMI⽤語整理 46 技術SWG 2017/10/18 ⽂字セット定義の記法、推奨データセット対応DMD・コードリスト、コア語彙2.4.1

18 利⽤促進SWG 2017/10/13 推奨データセット対応、コア語彙2.4.1 47 技術SWG 2017/11/2 ⽂字セット定義の記法技術仕様、しずみちInfo対応

19 利⽤促進SWG 2017/11/2 コア語彙2.4.1 改定 48 技術SWG 2017/12/1 ⽂字セット定義の記法技術仕様、しずみちInfo対応

20 利⽤促進SWG 2017/11/24 IMIパートナー対応、コア語彙2.4.1 49 技術SWG 2018/1/12 しずみちInfo対応、コア語彙ネームスペース改定
21 利⽤促進SWG 2017/12/15 IMIパートナー対応、コア語彙2.4.1、DB・ツールの利⽤⽅針 50 技術SWG 2018/2/9 データキューブのIMIへの適⽤調査、⾃治体向けごみ収集⽇データのIMI対応、コードリスト／コードのドラフト対応

22 利⽤促進SWG 2018/1/12 IMIパートナー対応、IMIサイト英語版、IMIにおけるID体系とコード・リスト 51 普及SWG 2017/6/14 6/29セミナー段取り
23 利⽤促進SWG 2018/2/2 IMIパートナー対応、IMIにおけるID体系とコード・リスト 52 普及SWG 2017/6/23 6/29セミナー事前準備
24 利⽤促進SWG 2018/2/23 IMIパートナー対応、IMI⽤語整理、IMIにおけるID体系とコード・リスト 53 普及SWG 2017/7/21 セミナー報告と年間イベント計画
25 利⽤促進SWG（XBRL） 2017/6/27 組織における財務諸表や内部報告情報のIMIとの連携 54 普及SWG 2017/8/18 九州イベントへ計画、IMIサイト「官⺠データ活⽤対策ページ」
26 利⽤促進SWG（XBRL） 2017/8/9 組織における財務諸表や内部報告情報のIMIとの連携 55 普及SWG 2017/11/10 九州イベント報告、IMIサイトリニューアル計画
27 利⽤促進SWG（XBRL） 2017/9/14 データキューブのIMIへの適⽤調査 56 普及SWG 2017/12/1 オープンデータ推進協議会（関⻄）報告、官⺠データ利活⽤セミナー、IMIサイト
28 利⽤促進SWG（XBRL） 2017/11/28 財務書関連語彙 57 普及SWG 2017/12/15 官⺠データ利活⽤セミナープログラム
29 利⽤促進SWG（XBRL） 2018/1/15 組織における財務諸表や内部報告情報のIMIとの連携 58 普及SWG 2018/2/16 官⺠データ利活⽤セミナー報告と次年度普及計画、IMIサイト、

IMI検討部会



仕様の策定
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 検討体制 IMI検討部会
 IMI語彙記法の策定と公開
 DMD仕様3.0の策定と公開
 構造化項目名記法の策定と公開
 マッピングファイル仕様の策定と公開
 コア語彙の検討と公開



• IMI検討部会委員（順不同）
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検討体制 IMI検討部会

⽒名 所属 役職

IMI検討部会主査
利⽤促進SWG主査 武⽥ 英明

⼤学共同利⽤機関法⼈
情報・システム研究機構 国⽴情報学研究所
情報学プリンシプル研究系

教授

技術検討SWG主査 加藤 ⽂彦
⼤学共同利⽤機関法⼈
情報システム研究機構 国⽴情報学研究所
オープンサイエンス基盤研究センター

特任研究員

運⽤SWG主査 深⾒ 嘉明 ⽴教⼤学 ⼤学院ビジネスデザイン研究科 特任准教授
普及SWG主査 ⼩林 巌⽣

菅⼜ 久直 国連CEFACT⽇本委員会
⼀般社団法⼈サプライチェーン情報基盤研究会

業務執⾏理事

松澤 有三 インディゴ株式会社
シームレス空間基盤研究開発センター

主席研究員

⼭本 暖 株式会社⽇⽴製作所 研究開発グループ
システムイノベーションセンタ

セキュリティ研究部
研究員

頃末 和義

内⽥ 勝 富⼠通株式会社 アプリケーションマネジメン
ト・ミドルウェア事業部 第３開発部

⼤⼭ 承剛
富⼠通株式会社 ミドルウェア事業本部 アプリ
ケージョンマネジメント・ミドルウェア事業部
第4開発部
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 語彙そのものをフォーマルに表現する記述⽅法の確⽴
 IMI語彙の表形式による定義を廃⽌(従来、表形式定義からXML, RDF等

の表現をここから⽣成していた）
 代わりに、同等の情報をフォーマルなシンタックスに基づく記法で記述

 構造化項⽬名を元にした表記を採⽤。
 ⽤語の定義をテキストで記述する記法
 構造化項⽬名の記法（構造の記述⽅法）に制約と定義の記述⽅法を追加

 メリット
 語彙定義の検証など、コンピューターによる処理が容易になる
 語彙とDMDの連続性が向上

表による定義からxmlなどを生成

json

rdf

xml

新しい記法を原本とし、xml等を生成

json

rdf

xml

ｈｔｍｌ

IMI語彙記法の策定と公開
IMI語彙記法 バージョン１．０ワーキングドラフトを９月公開（確定版２月予定）



DMD仕様の策定と公開
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 DMD (Data Model Description / Descriptor)
データ交換を行う当事者間で共有するデータモデルの記述方式
参照するスキーマや項目の値の制限、項目の内容を説明したドキュメントなど、データ項目を共有
するために必要な情報をひとまとめにしたパッケージ。

- 機械向けの情報と人間向けの情報の双方を持つ

DMDの構造

■DMD仕様3.0
IMI語彙記法によるデータモデル定義の統一

DMD仕様2.0,2.1では、データモデル定義にXML, RDF
など複数の機械言語による定義が必要であった。
DMD仕様3.0ではデータモデル定義(IMI構造定義)を
IMI語彙記法により統一し、人間が理解しやすい形で
記述を可能とした。（XML,RDFは省略可）

マッピングを記述する技術仕様も併せて策定
DMD仕様3.0の利便性を向上するために、データ項目と
語彙のマッピング情報をDMDの中に定義することが望ましい。
このマッピング情報を記述するための仕様を併せて策定した。

構造化項目名記法
マッピングファイル仕様

DMD仕様２．１を４月公開
DMD仕様３．０ワーキングドラフトを９月公開（確定版３月予定）



構造化項⽬名記法の策定と公開
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構造化項目名記法 バージョン１．０ワーキングドラフト９月公開
語彙の階層構造をわかりやすく表現するための記法

項⽬名 説明 形式 記⼊例 共通語彙基盤

都道府県コード⼜は
市区町村コード

情報の管理主体である地⽅公共団体の都道府県コード⼜は市区
町村コードを記載。※記載⽅法について、「データ項⽬特記事項」
シートの【共通ルール】を参照。

⽂字列（半
⾓数字） 011002 イベント>メタデータ>発⾏者>ID>識別値

NO
情報の管理主体である地⽅公共団体内でデータが⼀意に決まる
よう、NOを設定し記載。※記載⽅法について、「データ項⽬特記
事項」シートの【共通ルール】を参照。

⽂字列（半
⾓数字） 0000022200 イベント>ID>識別値

イベント名 イベントの名称を記載。 ⽂字列 ○○川花⽕⼤会 イベント>名称>表記

イベント名_カナ イベントの名称をカナで記載。 ⽂字列（全
⾓カナ） ○○ガワハナビタイカイ イベント>名称>カナ表記

イベント名_英語 イベントの名称を英語で記載。 ⽂字列（半
⾓英字） ○○river fireworks festival イベント>名称>表記[英語]　（注2）

説明 イベントの内容を記載。 ⽂字列
○○川花⽕⼤会は、50年の歴史のある
花⽕⼤会です。県内だけでなく、近県から
も多くの⽅が来られます。

イベント>説明

料⾦(基本) イベントに参加するために必要な基本料⾦を⽇本円で記載。(1円
単位)

数値（半⾓
数字） 1500 イベント>料⾦>⾦額{通貨='円'}>数値　（注5）

料⾦(詳細) イベントに参加するために必要な各種料⾦を⽇本円で記載。(1円
単位) ⽂字列 ⼤⼈１名1500円、⼦供１名500円

(18歳以下)、65歳以上１名1000円 イベント>料⾦>説明

連絡先名称 イベントについての問合先を記載。 ⽂字列 ○○市観光課 イベント>連絡先>表記

連絡先電話番号 イベントについての連絡先（電話番号）を記載。※記載⽅法につ
いて、「データ項⽬特記事項」シートの【共通ルール】を参照。

⽂字列（半
⾓⽂字） 000-000-0000 イベント>連絡先>電話番号

主催者 イベントの主催者を記載。 ⽂字列 ○○市花⽕⼤会実⾏委員会 イベント>関連組織{役割='主催者'}>組織>表記
（注6）

注2：表記の項⽬に「英語」と記述することで、英語表記であることを⽰している
注5：⾦額>通貨という項⽬へ、'円'と記述することで、当該「⾦額」が「円」であることを、データの中に明記している
注6：関連組織>役割という項⽬へ、'主催者'と記述することで、当該「組織」が「主催者」であることを、データの中に明記している

構
造
化
項
目
名
に
よ
る
表
現

「イベント名」がコア語彙階層構造において、
どの項目に相当するのかを記法により表現。
「イベント>名称>表記」と表現するだけで、機械はコア語彙に
定義されている意味(説明や形式に相当する部分)を認識可能。

「料金」ではその項目が金額なのか円なのかドルなのかも
判別できない。コア語彙で定義された金額であり、金額の
属性として円であることを記法に従って明示可能

内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略室発行の
「推奨データセットデータ項目定義書(イベント)」より一部抜粋

構造化項目名記法の使用例



マッピングファイル仕様の策定と公開
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マッピングファイル仕様 バージョン１．０ワーキングドラフト を９月公開

マッピングファイルは、DMDが定めるデータモデルに定義されたデータ項目と、データ入力用のCSV等
で使用されるラベルを１対１に結び付けるファイル。
データ入力用のCSVファイルなどから構造化データへの変換を行う際などに利用される。

{ 
"targetDMD": "http://imi.go.jp/dmd/100034987928734", 
"defaultVocab": "http://imi.go.jp/ns/core/2#", 
"description": "基本マッピング", 
"prefix": { 
"ex": "http://example.com/ns/" 
}, 
"mapping": { 
"商品名": " 製品型>表記", 
"@単価": "製品型>価格[単価]{@ex:単価型}{種別='単価'}{ex:ユニット='個'}>金額[通貨='円']>数値", 
"個数": "製品型>入数", 
"金額": "製品型>価格[金額][種別='金額']>金額[通貨='円']>数値" 
} 
} 

マッピングファイルの例

JSON形式で記述

CSVファイル等で
使用されるラベル

データモデルに定義
されたデータ項目
（構造化項目名）



コア語彙の改訂と公開

• 改訂内容
– 全クラス⽤語のプロパティに「メタデータ」を追加

• 全てのクラス⽤語が共通に継承しているクラス⽤語「概念型」に、「⽂書型」をもつ「メタデータ」
プロパティを追加

• データの出典や発効⽇等のデータそのものに関する情報を表現可能とした

– 全クラス⽤語のプロパティに「種別」、「種別コード」を設定
• クラス⽤語毎に有無のあった「種別」「種別コード」をクラス⽤語「概念型」のプロパティとして集

約し、全クラス⽤語共通の項⽬とした
• クラス⽤語単位のバラツキをなくし、データ構造定義の検討を簡易化した

– クラス⽤語「記述型」の新設
• クラス⽤語「事物型」に「記述」プロパティを追加した
• 「備考」や「補⾜説明」等、実データに多く存在するデータ項⽬を簡易に表現可能とした

– 後⽅互換性の維持
• コア語彙2.4対応アプリケーション等に影響を与えないバージョンアップを⾏った

– IMI語彙記法による語彙定義
• 語彙定義情報のマスターをExcel形式からIMI語彙記法を⽤いたテキスト形式に変更した
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利用者から意見や推奨データセットへの適合性などの検討から、コア語彙の
利便性向上を目的として、一部用語の構成変更を実施。
バージョンをコア語彙2.4 → 2.4.1とした。



2014/6

NIEM EC ISA
schema.orgschema.orgW3C 他

XML

CSV

2014/10

XML

RDF

CSV

コア
語彙
2.0

コア
語彙
2.1

コア
語彙
2.2

2015/2
コア語彙
検討会

試⽤プロ
ジェクト
からの

フィード
バック

海外
意⾒聴取

コア語彙
検討会

パブコメ
の反映

XML

RDF

CSV

【有識者による検討会】
• 公開形式の検討
• 利用ガイドの作成

コア
語彙
2.2

コア語彙
検討会

実運⽤か
らフィー
ドバック

コア
語彙
2.3

2015/12

XML

RDF

CSV

• 「組織」「イベント」等定義の、実
データへの親和性拡大

• 「単位」や「スケジュール」等の
定義の改善

• 「作業」等の追加

コア
語彙
2.4

2016/2

英語表記の追加

コア
語彙
2.3.1

2017/3

• ID,参照，表記等の
統一的追加

• 「サービス型」追加
• 「文書型」追加

「コア語彙」の改訂履歴

コア
語彙
2.3.2

• 「imi.go.jp」サイトへの

移行による名前空間
の変更

2016/11

12

コア
語彙
2.4.1

2017/11
プロパティの追加

• メタデータ
• 記述



コア語彙の表⽰例(1)
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コア語彙の表⽰例(2)
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コア語彙の表⽰例(3)
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体制の構築
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IMIパートナー制度

 IMIパートナーの対象及び⽀援内容を明⽂化。
– IMI検討部会と協調し、官⺠データの利活⽤に向けて共通語彙基盤全体

との整合性を取りつつ、語彙整備等の環境整備を⽬指す団体を対象と
する。

 新たに3団体とIMIパートナー協定を締結。（合計10団体）

– バイザー株式会社
– ⼀般社団法⼈ALFAE
– ⼀般社団法⼈データ流通推進協議会



検討体制・検討手順の文書化

 「共通語彙基盤の策定及び管理手続き」文書を作成し、 IMI検
討部会の体制範囲、 範囲、 手順を定義。ワーキングドラフトと
してIMIサイトから公開した。

18



審査

語彙等成果物

パートナ

語彙設計支
援（アドバイ
ス）

課題の収集

パートナパートナー

• 語彙設計・データ構築ノウハウの収集
• 解説書、チュートリアル等作成

• 語彙の調整・集約に係るノウハウ収集
• 解説書等作成

パートナー パートナー

パートナー

レジストリ(imi.go.jp)への登録とシェア

語彙の重
複回避、
整理統合

課題の収集
場の設定、調
整に係るアド
バイス

パートナー

パートナー
パートナー

語彙設計に係
る解説書、ノウ
ハウ等の公開

フェーズ１（現在）
個別の対応、課題の収集

フェーズ2
• マニュアルに基づく語彙自立開発
• 語彙の調整についてIPAがサポート

• 語彙調整に係る
解説書、ノウハウ
等の公開

• ドメイン語彙運用
基準の公開

パートナー

パートナー

自立的
調整組

織

• 調整的業務、語彙一貫性の確認

調整・ア
ドバイス

フェーズ3
• 自律的な語彙調整
• ドメイン語彙の構築

パートナーとの連携のフェーズ

自治体オープンデータ、
自治体周辺のベンダー

データサービス業界一般へ拡大
• 業界団体（データ流通推進協議会等）が中心
• 一部ドメイン語彙は政府主導

審査

語彙等成果物

語彙等成果物
ピアレビュー

レビュープロセスの確認

語彙等成果物



情報公開
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「公開ドラフト」の公開

 埼玉県10
 こども霞ヶ関見学デーデータ項目

21

PD検討レポートの
公開を開始



埼玉県オープンデータのIMI対応

 IMI共通語彙基盤に対応した埼玉県内共通データフォーマット
10セットを63自治体中58自治体が公開予定。

22

PREFIX ic: <http://imi.go.jp/ns/core/rdf#>
PREFIX pd3110: <http://imi.go.jp/ns/pd/3110/1_0_0#>
PREFIX pd3119: <http://imi.go.jp/ns/pd/3119/1_0_0#>
PREFIX xsd: <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#>
PREFIX schema: <http://schema.org/>

select distinct ?dantai_code ?dantaimei ?shikibetsujoho
?meisho ?motif ?gaiyo
?shincho ?taiju ?seikaku ?shumi ?tanjobi
?gazo ?gazo_license ?gazo_text
?tantoka ?tantoka_denwabango ?tantoka_email
?jiyukijutsuran ?url

where {
graph<http://data.pref.saitama.lg.jp/graph/10_yuruchara> 
{ ?KEY pd3110:団体コード ?dantai_code;

pd3110:団体名 ?dantaimei;
pd3110:識別情報 ?shikibetsujoho;        
ic:名称/ic:表記 ?meisho;
ic:概要 ?gaiyo;
pd3119:モチーフ ?motif;
pd3119:身長 ?shincho;
pd3119:体重 ?taiju;
pd3119:誕生日 ?tanjobi;
pd3119:性格 ?seikaku;
pd3119:趣味 ?shumi;
schema:image/schema:contentUrl ?gazo;
…

https://opendata.pref.saitama.lg.jp/fs/8/6/_/SPARQL.do
cx

モチーフ 身長 体重 誕生日 性格 趣味

ゆず ゆず５個分 ゆず５個分 康平６年（１０６３年）１
１月３日

たくさんの人に支えられてゆず狩り

ウサギのようでシカの深谷ねぎ5本分 深谷ねぎ480本分 6月28日 やさしい、まけずぎらい つぶやく

戸田の原っぱに暮らす

体の大きさを変えられ
る（大きくなったり、
ちいさくなったりでき
る）。

不明 不明 不明 戸田ヶ原

男子埴輪 古墳時代（5世紀前半） 男 遺跡めぐ
女子埴輪 古墳時代（5世紀前半） 女 遺跡めぐ

町の魚「ミヤコタナゴミヤコタナゴと同じ大
きさ

ないしょ １１月３日（滑川町ができ
た日）

明るく元気いっぱい 子どもと

2.12ｃｍ 不明 平成元年４月１日 明るく元気 蕨市内散
黒目川のほとりに咲く未定 未定 3月15日 未定 未定
かわせみ、栗、曼珠沙 泣き虫 栗を食べ

▼「ご当地キャラクター」の応用語彙の例▼

コア語彙の「人>身長」や「人>体重」、「人>誕生
日」では表現しづらい例

コア語彙の「人>身長」や「人>体重」、「人>誕生
日」では表現しづらい例

対応語彙が
ない例

対応語彙が
ない例 対応語彙がない例対応語彙がない例

▼データレコードの確認例▼



自治体向け解説文の拡充

 官民データ活用基本法や推奨データセット対応を行う自治体
及び支援事業者向けページを作成。

23



自治体向け解説文の拡充

 IMI共通語彙基盤の解説やデータ公開手順を提供。

24



用語集を整理

 IMI共通語彙基盤で使用する用語について、定義整理、より分
かりやすい表現への見直しと統一を図った。

25



メディア掲載
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論文への掲載

27



IMIサイト利用状況

 6/29及び1/29のIMIイベント告知時に訪問者が急増。

 訪問あたりページビュー(PV)が増加傾向にある。

28



普及啓発活動

29



セミナー開催
 共通語彙基盤（IMI)関連イベント

⽇時：2017年6⽉29⽇ 会場：経済産業省
 第⼀部 「つながるデータで築く未来」 参加者:210名
「つながるデータ」への期待や課題、そこへ向けた取り組みなどに
ついて講演とパネルディス カッションを通して紹介
 第⼆部 共通語彙基盤活⽤実践セミナー 参加者:70名
共通語彙基盤を活⽤して「つながるデータ」を構築するための
技術的セミナー

 「官⺠データ利活⽤に向けた情報連携」IMI共通語彙基盤普及促進セミナー
⽇時：2017年10⽉31⽇ 場所：九州経済産業局⼤会議室（福岡市博多区） 参加者:50名
政府の取組みの紹介と福岡市久留⽶市の先進事例、IMIを活⽤したデータプラットフォーム「BODI
Kスマート九州プロジェクト」紹介

 第8回 ⾃治体オープンデータ推進協議会（関⻄会議）
⽇時：2017年12⽉11⽇ 会場：ヤフー株式会社 ⼤阪グランフロントオフィス 参加者:50名
主催： ⾃治体広報紙オープンデータ推進協議会 共催： ヤフー株式会社
IMI共通語彙基盤の位置づけ・共通語彙基盤の概要・データ公開のための⼿順などについてIPAが説
明、講演

 官⺠データの利活⽤セミナー
⽇時：2018年1⽉29⽇ 会場：フクラシア⼋重洲（東京） 参加者:80名
政府の取組みの紹介、さいたま市、厚⽊市の事例紹介とデータの構造化・活⽤の⽅法

30



公開ドキュメント

 IMI共通語彙基盤⼊⾨ （2017/12/22）
https://imi.go.jp/doc/IMI_introduction_20171227.pdf

 IMI共通語彙基盤の紹介(簡略版) ―データをつないで社会を変えよう― 
（2017/12/22）
https://imi.go.jp/doc/IMI_handbook_20171226.pdf

 IMI共通語彙基盤に対応したデータ公開の流れ(ドラフト) (2017/9/22）
https://imi.go.jp/doc/datalifecycle_20171205.pdf

 IMI共通語彙基盤に対応したデータ公開の流れ(ドラフト) 補⾜
(2017/9/22）
https://imi.go.jp/doc/datalifecycleannex_20171205.pdf
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ユーザ⽀援ツールとデータベース
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語彙→DMD→データ

33

コア語彙

データ入力／変換
ツール

DMD
(Data Model 
Description

データ作成者

データモデル設計者

語彙設計者
ドメイン語彙

構造化データ

応用語彙



ユーザー⽀援ツールとデータベース

34

ユーザ支援ツールは、語彙データベースが管理する「語彙」「DMD」などの情報
を簡易に操作するための支援ツールである。 利用者の語彙基盤活用シーンを
想定し、ユーザーフレンドリーなインターフェース（ツール）を提供する。 各種機
能は語彙データベースのWebAPIを利用して実装している。

語彙作成支援ツール 組織、ドメイン等で使用している言葉を整理し、階層
をもつ語彙を作成する作業を支援するツール

コード・コードリスト作
成支援ツール

業務において使用しているコードからIMI形式の
コード及びコードリストの作成を支援するツール

DMD作成支援ツール データの項目一覧を元に、DMDの新規作成や既存
DMDの編集を支援するツール

データ形式変換ツール 表形式のデータを、対応するDMDを使って共通語

彙基盤によって表現される構造化されたデータへ変
換するツール

DMD検証ツール DMD内の各種ファイルがDMD仕様の要件を満たし
ているかどうか及びIMI用語がIMIのルールに従っ
て利用されているかどうかを検証するツール

データ検証ツール DMDに記述されたデータ構造や値制限に適合して
いるかどうかを検証するツール

共通語彙基盤ライブラ
リ

上記のツールが共通で用いる機能やデータを利用
するアプリケーションの開発を容易にする機能を提
供するライブラリ

共通語彙基盤利用登
録及びロゴ取得ツール

共通語彙基盤の利用を登録し、共通語彙基盤ロゴ
を取得するためのツール

ｺｰﾄﾞ･ｺｰﾄﾞﾘｽﾄ作成
支援ﾂｰﾙ

ｺｰﾄﾞ･ｺｰﾄﾞﾘｽﾄ作成
支援ﾂｰﾙ

IMI利用登録
ロゴ取得
ツール

IMI利用登録
ロゴ取得
ツール

コア語彙

ドメイン語彙
ドメイン語彙ドメイン語彙

コード・IDコード・ID
コード・ID

DMD

語彙データベース

Web
API

語彙作成
支援ツール
語彙作成
支援ツール

DMD作成
支援ツール
DMD作成
支援ツール

自治体システム

DMDによる
データ変換機能
DMDによる

データ変換機能
データ作成者

構造化
データ

表形式
データ

ＩＭＩ
データ
(XML,RDF)

データ
項目一覧

語彙データベース
ユーザー支援ツール

DMD
検証ツール

DMD
検証ツール

データ型式変
換ツール

データ型式変
換ツール

データ
検証ツール

データ
検証ツール

データ

共通語彙基盤
ライブラリ

WebAPI

入力形式の差異を
ツールが吸収する
ため入力形式に依
存せず格納可能

DMD2.1
のみ対応



スケジュール
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

.

語彙データベース

2016年度 2017年度

中間
納⼊
★

★
中
間
納
入

結合

テスト

期間

試行期間

試行期間

契
約
★

★
契
約

業務プロセス分析

ヒアリング

試⾏

イベント①
イベント②

設計、製造、テスト

実証実験

★
最
終
納
⼊

ペネトレーション

テスト
▼

検討会 検討会

検
収

検
収▲

ペネト
レーション

テスト

語彙データベース

ユーザー支援

ツール

データ変換

実証実験の実施

データ変換の実施

イベントの実施

検討会の実施

ペネト
レーショ
ンテスト

▼

検
収

最終
納⼊
★

★

公

開

検
収

語彙データベースとユーザー⽀援ツールのスケジュール



ユーザー⽀援ツールの概要

36
DMD作成ツール（定義画面） データ形式変換ツール(マッピング画面)

グラフィカルなユーザーインターフェースで語彙データベースと連携
データの階層構造やデータ間の関係性等を視覚的に把握しながら作業が可能

DMDに定義するデータ項目の
階層関係をグラフィカルに表示

実データ(CSV)の項目とDMD定義
のマッピングを視覚的に表現



ユーザー⽀援ツールの概要

37DMD検証ツール（検証画面） データ検証ツール（検証画面）

検証対象ファイルをドラッグ＆

ドロップで指定。ローカルファイル
をシームレスに操作可能

対象ファイルの内容を整形出力し
検証結果を表示



ユーザー⽀援ツールの概要

38コード・コードリスト作成支援ツール（定義画面） 語彙作成支援ツール（定義画面）

各種定義情報を対話的に
編集可能



ユーザー⽀援ツールの概要

39

利用登録したユーザーか
らのみロゴ取得が可能な
HTML文を提供

<img src ="http://xxxxxxxxxxxxxx?uuid=xxxxxxx">

文

ロゴ取得ツール



ツールの機能検証

40

1. 実証実験
 対象：RDFモデルに基づく形式のデータを公式のオープンデータとして公開している⾃治体
 内容：⾃治体職員にて、当該ツールの各機能を利⽤して検証

 
協⼒⾃治体 実証実験実施⽇ 対象データ

北海道茅部郡森町 2017/7/11(⽕) 除雪データ、道路データ
福島県会津若松市 2017/7/20(⽔) イベントデータ、施設データ 
埼⽟県 2017/6/30(⾦) イベントデータ、施設データ 
神奈川県横浜市⾦沢区 2017/6/22(⽊) 制度データ
静岡県静岡市 2017/6/27(⽕) 災害データ、道路データ、道路規制データ

2. データ変換
 ⼀般社団法⼈リンクデータのWebサービス「LinkData.org」の

データを利⽤し変換検証

 株式会社アスコエパートナーズ⼦育て⽀援制度のWebサービス
「⼦育てタウン 」の既存データを利⽤しIMI語彙を⽤い、IMIで定
義しているクラス階層構造を正しく反映したRDFデータが正しく
作成されることを確認

 こども霞ヶ関⾒学デー（2017年実施分）、法⼈インフォ（経済産
業省法⼈ポータル(β版)）、農作業オントロジー、ハローワークの
求⼈詳細情報について妥当性検証

API連携機能によるファイル変換のワークフロー. 本事業において新たに
実装した経路を⻘⾊で⽰した。



ツールの機能検証
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 実践！共通語彙基盤ワークショッ
プ･ハッカソン
主催: ソフトバンク・テクノロジー株式会社
⽇時: 2017年10⽉8⽇(⽇)・10⽉9⽇(祝) 
会場: ソフトバンク・テクノロジー(東京・東新宿)

オープンデータを活⽤するアプリを試作、検証

IMIで必要と思わ
れる語彙が既に
定義

IMIで十分な語彙が用意され
ていて、新しい語彙やデータモ
デルの設計を自分でする必要
がない

IMIの整ったオントロジーを使
用することで、アプリでも使い
やすいデータ構造を作ることが
出来る

チーム データ 試作アプリ
チーム関係者 ⾏政サービス

データの活⽤
⾏政⼦育て制度について、⼦どもが⽣まれた後に必要な⼿続きを、
⼦どもの誕⽣⽇を⼊⼒することによってカレンダー上に必要な⼿
続きの詳細情報(期限、提出場所)が確認できるカレンダーアプリを
発表した。今後の展望として、既存のカレンダーアプリと連携す 
ることを⽬指す。

バリアフリーサ
ービスデザイン
チーム 

施設データの
活⽤ 

誰でも⾳楽を楽しみに⾏ける⾳楽ホールを探すため、⾳楽ホールの
バリアフリー情報を記述するためのデータモデルを作成して発表
した。今後の展望として、本イベントで作成したデータモデルを⾃
治体や⺠間企業に広め、ホール情報の標準フォーマットにしていく
ことを⽬指す。

ポスタルリンク
プロジェクト 

施設データの
活⽤ 

ICT を利⽤した郵便の新サービスで郵便設備、はがきの活性化のた
め、郵便局施設情報の共通語彙基盤を⽤いた RDF フォーマット、⽤
語彙を考案し、郵便はがき送付サービスを発表

共通語彙基盤本
出版プロジェク
ト

共通語彙基盤
リファレンス
作成 

2017/10/20 に共通語彙基盤クイックリファレンス 
(Ver.2.4)本を出版する予定 

楽々ツールチー
ム 

イベントデー
タの活⽤ 

⾃治体イベント bot を提案。イベントを検索し、検索したイベント
の「URL」、「⽇程・時間」、「詳細情報」を表⽰することにより、
イベントを探せるサービスを LINEbot で作成した。

さくとあおいの
サッカーチーム 

持込データ：
サッカー選⼿
データの活⽤

サッカー選⼿の情報を元にサッカー選⼿の DMD を作成し、以下の
サッカー関連アプリを発表した。 
 選⼿作成アプリ 
 スタジアムおみくじ 
 スタジアム検索アプリ 
 選⼿のパタパタフォトギャラリ 
 選⼿おみくじ

もちもち共通語
彙 

持込データ：
もちデータの
活⽤ 

もちのデータを⽤い、もちデータに対応した DMD を作成し、共通
語彙に準拠した RDF データへ変換。同イベントで提供する SPARQL
エンドポイントへ登録した上でそのデータと GoogleMap を連携さ
せた「もちマップ」アプリを発表した。

チームソロ 持込データ：
国の会計デー
タの活⽤

国、都道府県、市町村の会計をつなぐ、DMD を作成し、東京都の
会計データと、⼤阪市の会計データを作成した DMD で同⼀フォー
マット化し、PowerBI を⽤い、データビジュアライズを実施した。 
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自治体等と共同し、既存公開データを対象にDMD作成、構造化データ変換など
を実施。 ツールの有用性を確認するとともに、作業時の課題をツール機能やコ
ア語彙へフィードバック。

対象組織 対象データ・目的 主要協力先 主要成果物 主要フィードバック

自治体 既に公開されている
RDFモデル形式の

データを、共通語彙
基盤の仕様に準拠し
た構造化データに変
換する

北海道森町
新潟県三条市
静岡県三島市
大阪府枚方市
福井県

他38自治体

・各自治体毎の
公共施設・学校情報
避難所・名所情報
イベント情報 等のDMD

・DMDに準拠した構造化データ

・データ形式変換ツール
おける定義情報の再利用
性向上

・コア語彙拡張に関する
提言 等

自治体 子育て支援制度用の
既存構造化データを、
共通語彙基盤の仕様
に準拠した構造に再
定義し形式変換する

宮城県仙台市
東京都新宿区
兵庫県尼崎市
香川県丸亀市
熊本県熊本市

他35自治体

・「出生届」「児童手当」「高等技能訓
練促進費」「こども医療費助成」を総
合して表現可能なDMD
・応用語彙「行政サービス型」および
「手続き期間型」
・DMDに準拠した各自治体の構造化
データ

・DMD作成支援ツールに

て独自拡張された応用語
彙の利用を簡易化
・ツール全体のUI改善

・定義操作のアンドゥ機能
の実装 等

省庁 子供霞ヶ関見学デー、

法人インフォ、農作業
オントロジー等のデー
タを、共通語彙基盤
に準拠した形式へ変
換する

文部科学省
経済産業省
農林水産省

他22省庁

・子供霞ヶ関見学デーイベントDMD、

応用語彙「拡張イベント語彙」、見学
デーイベントの構造化データとそれを
活用した専用Webサイト
・法人インフォDMD
・「農作業の名称」コード

他

・コード・コードリスト作成
支援ツールにて大規模
コードリスト作成時の機能
を向上
・DMD作成支援ツールに

て独自拡張された応用語
彙の利用を簡易化
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ブラックリスト：
意見交換システムにおける投稿禁止ワードのリスト

作業グループ：
ユーザがDMDや語彙を登録する際に所属する必要のある権限グループ。
「DMDグループ」「コア語彙グループ」などがあり、ユーザは複数のグループに所属することが可能

【利用者】

Web閲覧 トップページ

画面

DMD・語彙統合検索画面

語彙ツール画面

DMDツール画面

意見交換画面

≪Web画面≫

ユーザー管理サービス

ユーザー登録機能

グループ管理機能

語彙ツール

語彙登録機能

語彙検索機能

システム管理機能

システム管理機能

Myページ画面

DMDツール

DMDテンプレート

作成機能

DMD登録機能

DMD検索機能

DMD取得機能

DMD・語彙統合検索機能

DMD・語彙統合検索
スレッド投稿機能

意見交換検索機能

スレッド画面遷移機能

投稿画面遷移機能

ブラックリスト管理機能

意見交換システム

【システム管理者】

Web閲覧 管理コンソール

画面

ユーザーダッシュボード

作業グループ選択機能

デフォルトグループ選択機能

パスワード変更機能

ハンドル名変更機能

グループ一覧表示機能

グループ管理機能

ログイン情報取得機能

語彙データベースシステムは、「語彙」「DMD」などの登録・参照を行うためのWebAPI
と利用者・管理者の利便性を向上するWebGUIを持つ。
WebGUI機能の概要図を以下に示す。


